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平成16年 9月22日 

各  位 

      会 社 名  国際放映株式会社 
      代表者名 代表取締役社長 新江 幸生 

(登録銘柄・コード9604) 
問合せ先  常務取締役経理・関連会社担当

兼経理部長 
                          相原 弘明

                                                 電    話     03-3749-7213 
 

平成17年1月期中間(連結・単独)業績予想の修正及び  

通期(連結・単独)業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成17年1月期(平成16年2月1日～平成17年1月31日)の業績予想について、平成16年3月25日付当社「平

成16年1月期決算短信(連結)」及び同日付当社「平成16年1月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしまし

た業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

1.平成17年1月期 連結業績予想の修正等 
(1)中間期(平成16年2月1日～平成16年7月31日) 

(単位:百万円) 
 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前回予想(A) 1,808  141 69 

今回修正(B) 1,498  133 75 

増減額(B-A) △310  △8 6 

増 減 率 △17.1%  △5.6% 8.6% 

 

(2)修正理由 

   売上高につきましては、映像事業におけるドラマ番組は当初計画いたしました通り受注し、

制作いたしましたが、仕上げ段階において若干の遅れが生じたことによる納期ずれがあり、  
 1,498百万円と当初予想比310百万円の減少となる見込みであります。 

経常利益につきましては、グループ全体として原価及び経費の節減に努めましたが、 

133百万円(当初予想比：8百万円の減少)となる見込みであります。 

中間純利益につきましては、75 百万円（当初予想比：6 百万円の増）となる見込みであり

ます。 
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 （3）通期(平成 16年 2月 1日～平成 17年 1月 31日) 

                                  （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回予想(A) 3,549 247 124 
今回修正(B)   3,505 279 146 
増減額(B-A) △44 32 22 
増 減 率 △1.2% 12.9% 17.7% 

 
(4) 修正理由 
 売上高につきましては、映像事業において上期の納期ずれが加わりほぼ予想通りに推移いた

しますが、子会社においてタレント養成部門の売上減が予想され、3,505百万円と当初予想比

44百万円の減少になる見込みであります。 
 経常利益につきましては、グループ全体として原価及び管理費の節減を図ることにより、当

初予想比32百万円上回る279百万円となる見通しであります。 

 当期純利益につきましては、上記の理由により146百万円(当初予想比：22百万円増)となる

見込みであります。 

   
  （5） ご参考：前期の実績(平成 15年 2月 1日～平成 16年 1月 31日) 

(単位：百万円)           

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

中間期（15/2～15/7）                1,497               89 39 

通 期（15/2～16/1）   3,078 191 88 

 
2.平成 1７年 1月期単独業績予想数値の修正等 
(1)中間期(平成 16年 2月 1日～平成 16年 7月 31 日) 

(単位:百万円) 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前回予想(A) 1,501 108 54 

今回修正(B)   1,225 114 60 

増減額(B-A) △276 6 6 

増 減 率 △18.3% 5.5% 11.1% 

                                          
(2)  修正理由 

  売上高につきましては、連結業績で記載の通り映像事業のドラマ番組の一部の納期ずれに

より 1,225 百万円(当初予想比：276 百万円の減少)となる見込みであります。 

  経常利益につきましては、114 百万円（当初予想比：6 百万円の増）となる見込みであり

ます。 
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 中間純利益につきましては、60百万円(当初予想比：6百万円の増)となる見込みであります。 

 

(3)通期(平成 16年 2月 1日～平成 17年 1月 31日) 

(単位:百万円) 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回予想(A) 2,852 188 92 

今回修正(B)   2,897 233 125 

増減額(B-A) 45 45 33 

増 減 率 1.5% 23.9% 35.8% 

(4)修正理由 
売上高につきましては、映像事業におけるドラマ番組が当初予想より受注が見込めることに

より 2,897 百万円(当初予想比：45百万円の増)となる見込みであります。 

経常利益につきましては、上期に引き続き原価及び管理費の節減に努めてまいりますので当

初予想を 45 百万円上回る 233 百万円となる見込みであります。 

当期純利益につきましても、上記の理由により当初予想比、33百万増の 125 百万円となる見

込みであります。                                     

 

(5) ご参考：前期の実績(平成 15年 2月 1日～平成 16年 1月 31日) 
                   (単位：百万円) 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

中間期（15/2～15/7）                1,118               60              22 

通 期（15/2～16/1）   2,387 146 68 

 
                                    以  上   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


